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１ 策定の趣旨 
平成 27 年 4 月から施行された国の子ども・子育て支援新制度では、一人ひとりのこどもが健やかに成長することがで

きる社会の実現を目指し、「質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供」「保育の量的拡大・確保、教育保
育の質的改善」「地域の子ども・子育て支援の充実」を総合的に推進しています。 
 本市では、この制度に対応するため、平成27年3月に大府市子ども・子育て支援事業計画を策定し、地域の子育て
支援の充実に向けた取組として、保育分野では、公立保育所の建替え、民間活力を活かした私立の保育等施設の
誘致や認可外保育施設の認可化移行を支援し、子育て支援分野では、児童老人福祉センターの運営が市から民間
のノウハウを活用した指定管理者に移行する流れにある中、子育て支援事業として親子サークル、趣味のサークル活動
等のグループの育成を推進するなど、これまでにこどもや子育て家庭に対して積極的に支援をしました。 
 近年、共働き世帯の増加等により保育需要が増加し、待機児童対策が社会的な課題となり、また、令和元年 10
月から幼児教育・保育の無償化が新たに始まるなど、子育てを取り巻く環境は新たな局面を迎えています。    

今後も社会情勢の変化に柔軟に対応し、限られた財源の中で安定的に子育て支援サービスを提供していくため、今
後の保育所のあり方や子育て支援等施設の方向性を示すものとして本計画を策定しました。 
 
 
２ 計画の位置付け 
 本計画は、第 6 次大府市総合計画に基づく大府市こども計画と大府市公共施設等総合管理計画の個別計画とし
て位置付けます。 
 

第６次大府市総合計画 
↳ 大府市こども計画  

大府市公共施設等総合管理計画  
↳ 大府市児童福祉施設等再編計画 

           ↳ 実施計画・営繕計画 
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3 計画期間 
計画期間は当初 10 年間（令和２年度から令和 11 年度）としていましたが、大府市こども計画の計画期間に合

わせ、11 年間（令和２年度から令和 12 年度）に見直しました。 
 
計画名 令和 

2 年度 
令和 
3 年度 

令和 
4 年度 

令和 
5 年度 

令和 
6 年度 

令和 
7 年度 

令和 
8 年度 

令和 
9 年度 

令和 
10 年度 

令和 
11年度 

令和 
12 年度 

第 6 次大府市 
総合計画 
 

          
 

 
 

大府市こども計
画 

          
 
 

 
 
 

大府市児童福
祉施設等再編
計画 

    ★ 
見直し 

     
 
 

 
 
 

 
 
4 対象施設 
教育保育施設：保育等施設及び幼稚園 

・保育等施設・・・・・・・保育所、地域型保育事業、認定こども園、認可外保育施設 
・認可外保育施設・・・大府市認定保育室、企業主導型保育事業、院内保育所、事業所内保育所等 

子育て支援等施設：児童（老人福祉）センター、発達支援センター及び子どもステーション 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

計画期間（11 年） 

計画期間（11 年） 

計画期間（5 年） 計画期間（6 年） 
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～ 教育保育施設編 ～ 
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１ これまでの取組 
これまで本市では、公立保育所が主体となって保育を必要とするこどもを受け入れてきました。しかし、待ったなしの待

機児童対策や保護者の多様な保育ニーズに対応するため、公立保育所整備・統廃合等を行うと同時に、民間の機
動性を活かした私立の保育等施設の誘致・整備を進め、保育の受け皿確保の加速化に努めました。また、既存の認
可外保育施設の認可化移行も積極的に支援し、保育の質の向上も進めました。 

【取組により整備した施設】 
整備 
年度 

施設名 場 所 
定員数（単位：人） 

計 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 
平成 
28 年度 

そぴあ保育園おいわけ 追分町一丁目地内 22   3 9 10 ― ― ― 

平成 
29 年度 

市立若宮保育園 森岡町八丁目地内 22 ― 10 12 ― ― ― 
ジーニアス幼稚園 
（認定こども園保育定員） 

森岡町一丁目地内 78 ― 6 18 18 18 18 

平成 
30 年度 

市立荒池保育園 共和町荒池地内 136 12 5 6 40 40 33 
大府大和明成保育園 明成町二丁目地内 135 3 21 21 30 30 30 
大府大和共栄保育園 共栄町三丁目地内 135 4 20 21 30 30 30 
大東くちなしの花保育園 
（認定こども園） 

大東町四丁目地内 132 6 18 18 30 30 30 

石ヶ瀬保育園 大府町ウド地内 90 10 16 16 16 16 16 
そぴあ保育園大府もりおか（※） 森岡町六丁目地内 23 6 7 10 ― ― ― 
保育園さくらんぼ（※） 若草町三丁目地内 19 3 6 10 ― ― ― 

令和 
元年度 

東山ガーデニア保育園 長根町一丁目地内 132 9 18 24 27 27 27 
かんだ保育園 神田町二丁目地内 120 6 18 24 24 24 24 
ビオーズよこね保育園 横根町狐山地内 131 12 23 24 24 24 24 
そぴあ保育園共和西（※1） 共西町四丁目地内 36 3 15 18 ― ― ― 
保育園 COZY 大府駅南（※1） 月見町二丁目地内 19 ― 9 10 ― ― ― 
はな保育室きょうわ駅前 東新町三丁目地内 19 6 6 7 ― ― ― 

令和 
3 年度 

そぴあ保育園おいわけ（※2） 追分町一丁目地内 9 2 3 4 ― ― ― 

令和 
5 年度 

市立横根保育園 閉園 -135 -12 -15 -18 -30 -30 -30 
市立共長保育園 閉園 -130 -6 -10 -18 -30 -33 -33 

令和 
5 年度 

市立米田保育園 
統合新設 

-125 -12 -15 -18 -20 -30 -30 
市立吉田保育園 36 12 10 6 -4 6 6 
たんぽぽ保育園（※1） 梶田町二丁目地内 5 0 2 3 ― ― ― 

令和 
6 年度 

ながねくすのき保育園 長根町五丁目地内 114 9 12 18 25 25 25 

定員計 1037 82 198 230 180 177 170 

・市立若宮保育園は増築後の定員増加分、市立荒池保育園、市立吉田保育園は建替え後の定員増加分 
・（※1）は、認可外保育施設から認可化移行した施設 
・（※2）は、保育所認可に伴う定員増加分 

【保育等施設数と定員数】 
年 度 公立保育所 私立保育等施設 

平成 27 年度 13 か所 2,000 人 3 か所   270 人 
令和 2 年度 12 か所 1,764 人 18 か所 1,585 人 
令和 7 年度 9 か所 1,269 人 20 か所 1,605 人 

    ・幼稚園、認可外保育施設を除く 
  ・定員は利用定員。実際の受け入れ人数は保育士配置等の状況により変動 
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２ 現状と課題 
(1) 人口と入所率 
ア 未就学児の人口実績及び推計 

（現状） 大府市こども計画における未就学児（０歳から5歳児）の人口実績及び推計は、以下の通りです。各年
齢で1,000人前後、合計6,000人前後で推移していましたが、平成28年度をピークに減少へ転じており、
令和 12 年度まで緩やかな減少傾向が続く見通しです。 

 

 
・令和２年度から令和 5 年度は実績値、令和 6 年度から令和 12 年度は推計値（各年度 3 月末現在） 
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イ 未就学児の入所率 
（現状） 未就学児人口が緩やかな減少傾向にある一方で、共働き世帯の増加、世帯の就労形態の多様化等によ

り、０歳から 2 歳児の入所率が増加しています。同様の理由により、3 歳から 5 歳児の入所率については、
２号認定こどもは増加傾向、１号認定こどもは減少傾向にあります。 

 

 
・令和２年度から令和 5 年度は実績値、令和 6 年度以降は推計値（各年度 3 月末現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 歳児 

1 歳児 

2 歳児 
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・令和２年度から令和 5 年度は実績値、令和 6 年度以降は推計値（各年度 3 月末現在） 

 
（課題）共働き世帯の増加や育児休業に係る雇用環境の整備等により、特に１歳児、２歳児の入所率が増加

傾向にあり、第２子保育料無料化等による入所率への影響も考えられます。入所率に応じた必要な受け
皿を確保するために、今後も入所率の動向への注視が必要です。 
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（2）待機児童、定員及び入所状況  
（現状） 入所率の増加により、平成 29 年度から待機児童が 1 歳児と 2 歳児で発生していましたが、「１ これまで

の取組」の施設整備により、令和 2 年度以降の待機児童数はゼロとなっています。 

【待機児童数の推移（各年度 4 月 1 日現在）】                            単位：人 
年 度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

待機児童数 0 0 16 18 10 
年 度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

待機児童数 0 0 0 0 0 

 

【令和 6 年 11 月現在の入所決定者数(幼稚園は 5 月現在)】 
種
別 

施設名 
定員
数 

入所数（人） 
0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計 

公
立 

追分保育園 99 8 10 11 24 19 23 95 
桃山保育園 75 3 5 18 14 16 16 72 
北崎保育園 76 6 10 12 16 13 14 71 
長草保育園 88 6 10 12 18 17 24 87 
柊山保育園 155 12 20 24 36 26 35 153 
若宮保育園 133 8 10 27 25 35 27 132 
大府保育園 250 18 30 36 49 56 58 247 
荒池保育園 216 12 20 24 49 49 59 213 
吉田保育園 176 12 20 24 40 39 40 175 

 
 
 
 
 
 
 
私
立 
 
 
 
 
 
 
 
 

アスク共和東保育園 205 8 24 32 45 46 49 204 
共和保育園 150 13 18 31 28 28 29 147 

大府大和キッズ保育園 21 2 6 12 0 0 0 20 
大府大和明成保育園 100 3 18 18 20 17 19 95 
大府大和共栄保育園 99 3 18 18 20 15 20 94 

そぴあ保育園大府もりおか 23 5 7 10 0 0 0 22 
かんだ保育園 100 6 18 18 18 20 17 97 

そぴあ保育園共和西 36 3 15 18 0 0 0 36 
ビオーズよこね保育園 131 12 23 24 24 24 24 131 
そぴあ保育園おいわけ 30 5 12 13 0 0 0 30 

ジーニアス幼稚園 100 3 17 17 17 22 31 107 
大東くちなしの花こども園 117 6 18 18 22 19 21 104 

パレットこども園 90 5 12 11 20 20 20 88 
東山ガーデニアこども園 132 9 18 24 27 27 27 132 

石ヶ瀬保育園 90 10 16 16 16 16 14 88 
保育園さくらんぼ 19 3 8 8 - - - 19 

保育園ＣＯＺＹ大府駅南 19 3 8 8 - - - 19 
はな保育室きょうわ駅前 19 6 6 7 - - - 19 
共和会たんぽぽ保育園 7 1 3 3 - - - 7 

至学館大学附属幼稚園 276 - - - 89 77 85 251 
大府大和幼稚園 315 - - - 50 62 60 172 

市外幼稚園 - - - - 44 49 51 144 
認定保育室（８施設） - 13 11 19 - - - 43 
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（課題）増加傾向にある入所率について、今後も引き続き上昇していくことも考えられるため、公立だけでなく私立
の保育等施設も最大限に活用し、特に０歳から２歳児の受け皿を確保することで、今後も待機児童を
出さない施策の推進が必要です。 
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(3) 事業主体の状況 
（現状） 令和７年 4 月現在、公立保育所は 9 園、私立は保育所 11 園、認定こども園 5 園、小規模保育事業

3 園、事業所内保育事業 1 園、幼稚園２園、企業主導型保育事業・院内保育所等を含めた認可外保
育施設で９園の合計 40 園設置されています。平成 29 年度以降、私立の事業主体が増加し、多様化し
ており、本市の保育の一翼を担う存在となっています。 

 

【事業主体数の推移（幼稚園、認可外保育施設を除く）】 
種
別 

事業主体 平成 27 
年度～ 

平成 29 
年度 

平成 30 
年度 

令和元 
年度 

令和２ 
年度～ 

令和 5 
年度～ 

令和 7 
年度 

公
立 

大府市 13 13 13 13 12 9 9 

 
 

私
立 

社会福祉法人 1 1 1 4 7 7 8 

学校法人 2 2 3 4 4 4 4 

一般社団法人 － － － － 1 1 1 

株式会社 － 1 1 2 ５ 5 5 

個人事業主 － － － 1 1 1 1 

医療法人 － － － － － 1 1 

合 計 16 17 18 24 30 28 29 

【施設と事業主体】 
種別・種類 № 施設名 事業主体 
公立保育所 1 追分保育園 

大府市 

2 桃山保育園 
3 北崎保育園 
4 長草保育園 
5 柊山保育園 
6 若宮保育園 
7 大府保育園 
8 荒池保育園 
9 吉田保育園 
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種別・種類 № 施設名 事業主体 
     
 
 
 
 

私立 
保育所等 

 
 
 
 
 

保育所 
 
 
 
 

 

1 アスク共和東保育園 株式会社 日本保育サービス 
2 共和保育園 社会福祉法人 東光会 
３ 大和キッズ保育園 学校法人 大和学園 
４ 大府大和明成保育園 社会福祉法人 大和社会福祉事業振興会 
５ 大府大和共栄保育園 社会福祉法人 大和社会福祉事業振興会 
６ そぴあ保育園大府もりおか 株式会社 ＳＯＰＨＩＡ 
７ かんだ保育園 社会福祉法人 みのむし学園 
８ そぴあ保育園共和西 株式会社 ＳＯＰＨＩＡ 
９ ビオーズよこね保育園 社会福祉法人 真誠樹会 
10 そぴあ保育園おいわけ 株式会社ＳＯＰＨＩＡ 
11 ながねくすのき保育園 社会福祉法人 明生会 

私立 
保育所等 

認定こども園 

1 認定こども園ジーニアス幼稚園 学校法人 双峰学園 
2 大東くちなしの花保育園 学校法人 前嶋学園 
３ パレットこども園 学校法人 前嶋学園 
4 東山ガーデニア保育園 社会福祉法人 真人舎 
5 石ヶ瀬保育園 社会福祉法人 白帆会 

小規模 
保育事業 

1 保育園さくらんぼ 個人事業主 
2  保育園ＣＯＺＹ大府駅南 一般社団法人 ＣＯＺＹ 
３ はな保育室きょうわ駅前 株式会社パーソンズ 

事業所内保育
事業 

1 たんぽぽ保育園 特定医療法人 共和会 

私立幼稚園 
1 至学館大学附属幼稚園 学校法人 至学館 
２ 大府大和幼稚園 学校法人 大和学園 

 
 
 
 
 
 

私立 
 認可外 
保育施設 

大府市 
認定保育室 

1 大府ぽっぽ保育所 個人事業主 
2 託児所根っ子クラブ 株式会社一粒の麦 
3 キッズハウスひなたぼっこ NPO 法人みらいっこ 
4 キッズハウスひなたぼっこ Smile NPO 法人みらいっこ 

企業主導型保
育事業 

5 なごころ保育園大府 株式会社長屋心 

院内保育所 
6 バンビ保育所 国立長寿医療研究センター 
7 マロンのおうち あいち小児保健医療総合センター 

事業所内 
保育所 

8 ヤクルト大府保育ルーム 愛知中央ヤクルト販売株式会社 

その他 9 
Chatty Kids English  

Preschool 大府 
特定非営利活動法人 プレママクラブ 

（課題）保育等施設が多様な保育サービスを提供していくため、公立だけでなく私立の特徴を活かし、保育の質の
向上に関する取組が必要です。 
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(4) 施設の分布状況 
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(5) 保育所整備及び運営に関する市財政負担 
（現状） 保育所整備費に対する国の補助金は、私立保育所が交付対象であり、公立保育所は原則、廃止されて

います。（例１）また、公立保育所の運営費についても、国や県の財政的支援を受けられないため、公立
保育所に通うこども一人当たりの市財政負担額は、私立保育所と比べて 2 倍以上の差が生じています。
（例２） 

（例１）公立と私立保育所整備の市財政負担額イメージ（500,000 千円の保育所を建設する場合） 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
        公立保育所整備費       私立保育所整備費 

（例２）公立と私立保育所の運営費の市財政負担（令和 5 年度） 

 ・公立保育所（9 園） 
① ② ③ ④ ⑤ 

歳出 
保育所運営費（人件費含） 

歳入 
保育料等 

市負担額 
（①－②） 

令和６年 3 月末 

児童数 

1 人当たり市負担額/年 
（②÷④） 

1,636,311,000 円 142,804,750 円 1,493,506,250 円 1,648 人 906,254 円 

 ・私立保育所、認定こども園、地域型保育事業所（18 園） 

私立保育所、認定こども園、地域型保育事業所は、国・県・市が負担する公定価格により運営されています。公定価格は、
施設の定員規模や地域により国が定めています。公定価格の国・県・市の負担割合は、保育所においては公定価格から利用者
負担額（保育料）を差し引いた額、認定こども園・地域型保育事業所については公定価格に対し、概ね国が 1/2、県が 1/4、
市が 1/4 を負担する仕組みになっています。 

① ② ③ ④ ⑤ 
歳出 
・扶助費 
・補助金等 

歳入 
・保育料 
・国、県負担金、補助金 

市負担額 
（①－②） 

令和 6 年 3 月末 

児童数 

1 人当たり市負担額/年 
（③÷④） 

1,984,986,000 円 1,368,482,253 円 616,503,747 円 1,909 人 322,946 円 

 
（課題）本市の財政負担を考慮し、整備・運営ともに私立の特徴を活かした検討が必要です。 
 
 
 
 
 
 
 

市負担 

500,000 千円 

※補助金 

無し 

10/10 

 

1/4 

1/4 
市負担（補助） 

125,000 千円 

事業者負担 

125,000 千円 

1/2 

・同規模の保育所を整備した場合、 
公立と私立で市財政負担額に 
4 倍の差があります。 

国補助 

250,000 千円 
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(6) 公立保育所の築年数と維持管理コスト 
（現状） 園舎の老朽化による安全性や快適性の確保が難しくなっていくことから、令和5年度に（旧）吉田保育園

と米田保育園を統合新設した吉田保育園を開園しました。また、近隣の民間保育所設置による地区の保
育提供量の増加により、令和 4 年度に横根保育園と共長保育園を閉園し、公立保育所が 9 園となり、築
50 年以上経過した保育所が 2 園、築 40 年以上経過した保育所が１園となりました。本計画に基づいて、
保育所の建替えや改修工事等による長寿命化を図ってきましたが、人件費や物価、燃料費の高騰により、
維持管理コストも増加しています。 

【公立保育所】 
施設名 № 敷地概要 構造 建設年度 築年数 

追分保育園 1 3,000.00 ㎡ 市有地 鉄骨造平屋建て 昭和 49 年度 51 年 
桃山保育園 2 3,109. 08 ㎡ 市有地 鉄骨造平屋建て 昭和 49 年度 51 年 
北崎保育園 3 3,710.00 ㎡ 市有地 鉄骨造平屋建て 昭和 53 年度 47 年 

長草保育園 4 4,806.81 ㎡ 市有地 
鉄骨造平屋建て 
（一部ＲＣ造） 

平成 8 年度 29 年 

柊山保育園 5 4,031.65 ㎡ 市有地 
ＲＣ造平屋建て 
（一部木造） 

平成 12 年度 25 年 

若宮保育園 6 4,999.51 ㎡ 市有地 鉄骨造平屋建て 平成 18 年度 19 年 
大府保育園 7 6,015.48 ㎡ 市有地 鉄骨造二階建て 平成 26 年度 11 年 

荒池保育園 8 6,761.67 ㎡ 
借 地 

一部市有地 
鉄骨造二階建て 平成 30 年度 7 年 

吉田保育園 ９ 5069.94 ㎡ 市有地 
鉄骨造地下 1 階、 

地上１階 
令和４年度 3 年 

 ・共和東保育園は、民営化により、公私連携保育法人（㈱日本保育サービス）による運営に移行 

【維持管理コストの推移】                                               単位：千円 

年 度 維持管理費 修繕費 用地建物借上料 光熱水費 改修工事費 合 計 

平成 29 年度 15,246 7,526 13,244 43,722 13,759 93,497 

平成 30 年度 15,405 8,929 19,689 45,576 18,154 107,753 

令和元年度 17,691 9,836 20,281 50,340 59,940 158,088 

令和 2 年度 18,833 13,119 19,518 50,340 29,000 130,810 

令和３年度 18,395 12,424 15,170 41,516 18,648 106,153 

令和４年度 18,996 25,453 15,138 49,151 124,359 233,097 

令和５年度 21,753 15,710 11,652 46,808 65,615 161,538 

令和６年度 25,057 19,317 10,527 63,431 59,100 177,432 

・改修工事費に(新)吉田保育園建替関連工事費、園舎等解体工事費は含まない 
・用地建物借上料に私立保育園用地借上料は含まない 
・令和 3～5 年度は決算額、令和 6 年度は予算額 
 
（課題）築年数が 50 年を超えた保育園もあり、今後の保育需要を見通しながら、保育運営を継続できるように

必要な修繕が必要です。また、安心安全で、長寿命化に対応できるように計画的な整備が必要です。 
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(７) 子育て支援事業 
（現状） 保育所等での一時預かり事業の実施園については、令和４年度から私立１園、令和５年度から公立・

私立各１園が増え、公立保育園７園、私立保育園等５園の合計 12 園で実施しています。実施園の増
加に伴い利用者も増えており、今後も利用者の増加傾向が見込まれます。 

       病児保育事業については、施設型を１か所、派遣型を３か所で実施しており、令和６年度からは名古屋
市との広域協定により相互利用を行っています。感染症の流行状況等により利用者数に変動がありますが、
今後も引き続き一定の利用が見込まれます。 

 
【一時預かり事業（保育所等）の利用者数の実績と推計】 

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和 5 年度 令和 6 年度 
利用者数 2,864 3,683 4,811 5,413 5,971 

年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
利用者数 6,528 6,664 6,800 6,698 6,623 

 
【病児保育事業の利用者数の実績と推計】 

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和 5 年度 令和 6 年度 
利用者数 77 230 136 98 164 

年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 令和 11 年度 
利用者数 230 230 230 230 230 

 
（課題）保護者等の病気や事故、母親の出産・入院、家族の看護・介護、急な冠婚葬祭、保護者のリフレッシュ

など、多様な場面における保育ニーズへ対応するための子育て支援や保育サービスの拡充が必要です。 
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３ 現状と課題を踏まえて 
現状と課題を踏まえ、待機児童対策、多様な保育サービスの提供、保育所整備・運営や幼児教育・保育の無償

化に係る財源など、多くの課題により、本市の保育運営は新たな局面を迎えています。今後も保育の充実を図っていく
ためには、公立と私立それぞれ持つ強みを最大限に活かし、持続可能な保育運営（今後の保育所のあり方）が必要
です。 

 

４ 今後の保育所のあり方 
(1) 保育を取り巻く課題 
 ア 保育士配置基準の見直し 
   令和６年４月に保育士配置基準が制度創設以来 76 年ぶりに見直され、４・５歳児は 30 対１から 25 対１

へ、３歳児は 20 対１から 15 対１へ変更されました。また、こども未来戦略（令和５年 12 月 22 日閣議決定）
においては、令和７年度以降に１歳児について、保育人材の確保等の関連する施策との関係も踏まえつつ、加速
化プランの期間中の早期に６対１から５対１へ見直すこととされています。本市の公立保育所については既に１歳
児に対して５対１での保育を実施していますが、これらの保育士配置基準の見直しによる保育士確保等の私立保
育等施設への影響や課題を踏まえながら、保育の質と量への対策が必要です。 

 
 イ 保育の量の確保 
   今後も０歳から２歳児までの入所率の上昇傾向が続くことが見込まれます。国においては保育の「量」の拡大から

「質」の向上へと政策の方向性が示されていますが、入所率の動向を今後も注視しつつ、特に０歳から２歳児の受
け皿の確保が必要です。 

 
 ウ 保育の質の維持及び向上 
   入所率が大きく増加する中、本市では積極的な民間活用により、私立保育所や認定こども園、地域型保育事

業を始めとした多様な保育形態が創設され、これを担う民間事業者も多様化し、それぞれが経験やノウハウを積み
上げ、公立とともに本市の保育を支えています。一方、急速に拡大する保育・幼児教育サービスに対し、保育の質を
維持、向上することが求められています。 

 エ 多様なニーズへの対応 
   障がいを持つこどもや医療的ケア児の受入れ、養育環境等に問題を抱える家庭への支援など、多様なニーズへの

対応が求められています。こうしたニーズの対応には、関係機関との緊密な連携や調整を図る中心的な機能が必要
です。 

 オ 子育て支援の充実等 
   働き方の多様化、共働き世帯の増加や核家族化により、子育てを支える環境の維持・向上が難しい状況になっ

ています。子育てに対する孤立感や負担感を軽減し、安心して子育てができる環境を整えることや、在宅で子育てを
する家庭を含めた子育て家庭がもつニーズや課題に対応するなど、多様な保育サービスの拡充など地域子育て支援
の充実が必要です。また、乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）が法定化されるなど、新たに始まる制度
への対応が必要です。 
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(2) 公立・私立の強み 
 公立保育所と私立の保育等施設はそれぞれの強みを生かし、質の高い保育の提供や子育て支援における様々なニ
ーズへの対応が必要です。 

  【公立の強み】 
①安定性 保育所の機能を維持し続ける安定性 
②継続性 これまで培った保育の実績の継続 
③連携・調整力 医療機関等との連携、調整機能  

  【私立の強み】 
  ①柔軟性 新しいサービスに対しスピーディーに柔軟に実現 
  ②多様性 多様な事業主体による独自の保育カリキュラム等の展開 
  ③独自性 園独自の理念や方針に基づいたスキル 
   
 
５ 公立保育所の役割 
 公立保育所は【公立の強み】を生かし、以下の役割を担います。 

(1) 保育における支援の充実・強化 

 ア 養育環境等に問題を抱える家庭の支援体制の充実 
核家族化などにより、気軽に子育ての悩みを話せる相手がなく家庭で孤立し、子育てに不安や負担を感じて 

いる保護者が増えていることが、様々な相談内容から浮き彫りになっています。 
保育所等に入所している場合は各施設で支援を行いますが、地域で子育てしている家庭に対しては、子育て

支援センターや児童センターでの遊びを通して保護者同士の交流や専門的な職員との相談により、保護者に心 
の安定を図りながら支援を行います。また、保育所での一時的保育サービスも子育て家庭の支援として有効なも 
のとなっています。 

イ 特別な支援を必要とするこどもの保育の充実 
保育所において十数年にわたり培ってきた仕組みやノウハウに基づいた個別の教育支援「すくすく」や親子育成 

支援「ジョイジョイ」により、他の関係機関と連携しながら発達支援の充実・強化を図ります。 
個別の教育支援「すくすく」では、子育ての悩みを持つ保護者やこどもに対して、こどもの個性に合わせた 

支援を保育所と家庭が協力して行い、一緒に支え合い、考えることで支援を行います。また、関係機関とのスムー 
ズな連携を図りながら継続的に進めていきます。 

親子育成支援「ジョイジョイ」では、就園前のこどもたちの発達支援と子育てに不安を感じる保護者への支 
援として、遊びや生活習慣の習得を通して、保護者がこどもへの理解やかかわり方を学ぶことで保育所での集団 
生活がスムーズにできるよう進めていきます。 

    特別に配慮が必要なこどもや障がいを持つこどもへの支援では、入所時の再面接を充実し、入所後も専門 
の臨床心理士を含めた巡回や加配保育士の配置により、切れ目のない支援を行います。今後、複雑化する特 
別な支援が必要なこどもに対する認定方法の確立や公立保育所での受け入れニーズの拡大に対する保育環 
境や保育体制の整備を進めていきます。 
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(2) 地域子育て支援の拠点 
   こどもが健やかに育ち、地域で子育て家庭を支援するため、各保育所で就園前のこどもと保護者を対象に保 

育園開放、園庭開放、親子半日体験入園、子育て講座、子育て体験を行います。今後も子育て支援の拠点 
となる子どもステーションや地域の児童センターとの連携を図りながら支援を行います。 

 
(3) 子育て支援に関する連携・調整 

   幼児期から児童、生徒の望ましい発達を促すために幼稚園、保育所、小・中学校、児童センター等の連携に 
より相互理解を深めこどもの健全な育ちに役立つことを目的に幼保児小中連絡会議を行い、幼児期から小中学 
校を見通した計画的な取組による連携の取れた支援を行います。また、本市には医療機関や大学など子育てに関 
係する重要な機関がたくさん存在しているため、こどもの発達に関する相談や関係機関として連携し、保育現場への実
習やボランティアの協力などの子育て支援の充実を図っていきます。 

 

６ まとめ 
 待機児童対策、多様な保育サービスの提供及び運営コスト等の課題に対応していくため、以下の取組により、公
立保育所の役割を果たしながら私立の強みを活かしていきます。 

・ 一時的保育事業や乳児等通園支援事業の実施など私立の多様な保育サービスの拡充を図りながら、公立保
育所が子育て支援の牽引役と支援が必要な家庭のセーフティネットとしての役割を強めていきます。 

・ 全国的には人口は減少傾向にあるものの、本市の人口は増加傾向にあり入所率についても保育需要は高止ま
りしています。また、第２子保育料無料化等によるニーズへの影響や保育士配置基準の見直しによる定員の変
更を考慮し、特に０歳から２歳児の受け皿の確保を行います。 

・ 保育所運営の効率化を図るため、市内の中学校区ごとに拠点となる公立保育所を設けます。また、築 40 年以
上を経過した追分保育園、桃山保育園、北崎保育園については、地区の保育必要量を考慮したうえで、施設
の在り方の具体的な検討を行います。 

・ 私立の運営や園児の充足率にも配慮し、保育必要量の確保が見込める地区については、公立保育所の段階
的な定員調整を行います。 

・ 保育の量の確保とともに保育の質の向上のため、認可化に向けた必要な支援を行い、既存の認可外保育施設
の認可化移行を進めます。 

０歳から2歳児は市内全域、3歳から5歳児は小学校区内にある保育等施設で入所枠を確保することを基本と
しつつも、隣接する小学校区をまとめるなど、より広域的な視点により保育必要量を確保することで、３歳から５歳の
受け皿を公立と私立の保育所等の連携により効率的に活用しながら施設の再編を進めます。また、中学校区ごとに
設けた拠点となる公立保育所が中心となって、保育等施設、幼稚園、小中学校及び関係機関と広く連携することで、
公立保育所が市全体の子育て支援の牽引役と支援が必要な家庭のセーフティネットの役割を果たしていきます。 
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【中学校区と教育保育施設】 

種別 種類 
中学校区 

大 府 大府北 大府西 大府南 
公立 保育所 ・大府※ 

・桃山 
・北崎 

・荒池※ 
・追分 

・柊山※ 
・長草 
 

・吉田※ 
・若宮 

私立 保育所 ・大和キッズ 
・かんだ 
・ビオーズよこね 
・ながねくすのき 

・アスク共和東 
・共和 
・大和共栄 
・そぴあ 共和西 
・そぴあ おいわけ 

・大和明成 
 

・そぴあ もりおか 

認定こども園 ・大東くちなしの花 ・東山ガーデニア 
 

・ジーニアス 
・パレット 
・石ヶ瀬 

- 

小規模保育事業 ・さくらんぼ 
・ＣＯＺＹ 

・はな保育室   

事業者内保育事業  ・たんぽぽ   

幼稚園 ・大府大和 ・至学館大付属   

認可外保育施設 
・大府市認定保育室 
・企業主導型保育事業 
・院内保育所 
・事業所内保育所 

・大府ぽっぽ 
・根っ子クラブ 

・ひなたぼっこ 
・ひなたぼっこ 
 Smile 
 

 ・なごころ 
・バンビ 
・マロンのおうち 
・チャティ 
・ヤクルト大府 

※は拠点となる公立保育園 
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１ これまでの取組 
本市では、地域の子育て支援等の拠点として、令和７年 4 月現在、子育て支援等施設数は 13 か所あり、概ね小

学校区に１か所の児童センター又は児童老人福祉センターがあります。 
令和 4 年度から東山児童老人福祉センターが指定管理者による運営となって、6 施設で指定管理者や業務管理

委託による運営を行っています。令和５年１月に石ヶ瀬児童老人福祉センターで、こどもから高齢者まで幅広い年代
の方に e スポーツを親しんでいただける e スポーツルーム「espo いしがせ」が開館し、令和 4 年４月に東山児童老人福
祉センターで、既存の浴室を多世代が交流できる空間に改修し、さらに令和７年 4 月に大府児童老人福祉センターで、
令和５年７月に締結した協定に基づき、長野県王滝村・木曽町産の木材を活用して、浴室を多世代が交流できる
木質空間「もくもく(MOKU MOKU)」に改修しました。また、令和６年度から、遊びと体験を通じてこどもたちの創造力と
豊かな感性、主体性を育む場を創出し、天候に左右されることなく、屋内で安全に遊ぶことができる施設として、特定非
営利活動法人芸術と遊び創造協会が運営する「東京おもちゃ美術館」のコンテンツを取り入れた「おもちゃ美術館」を令
和９年 4 月開館を目指して整備しています。 

 

２ 現状と課題 
(1) 子育て支援等施設の建設年度と築年数 
（現状） 築年数が 40 年を超えた施設が 3 館あり、計画的に施設の再整備が必要です。屋根、外壁などの大規

模な改修工事も計画的に進めてきたことで、施設の長寿命化を図ってきましたが、今後は屋内の床や壁な
ど内装や扉や蛇口など来館者が頻繁に使用する建具や設備機器などの改修工事も計画的に整備が必要
です。 

 【子育て支援等施設】 
施設名 № 敷地概要 構造 建設年度 築年数 

大府児童老人福祉センター 1 6,244.53 ㎡ 市有地 ＲＣ造二階建て 昭和 54 年度 46 年 

共長児童センター 2 4,941.16 ㎡ 市有地 
鉄骨造二階建て 

鉄骨造（別棟） 

昭和 56 年度 
平成 6 年度 

44 年 
30 年 

北山児童老人福祉 
センター 

北山児童センター 3 1,671.02 ㎡ 市有地 鉄骨造二階建て 昭和 58 年度 42 年 

北山老人憩の家（※2） 4 500.00 ㎡ 市有地 木造平屋建て 平成 11 年度 26 年 
吉田児童老人福祉センター 5 992.64 ㎡ 市有地 ＲＣ造二階建て 昭和 61 年度 39 年 
神田児童老人福祉センター 6 2,771.00 ㎡ 市有地 ＲＣ造二階建て 平成 2 年度 35 年 
石ヶ瀬児童老人福祉センター 7 2,984.00 ㎡ 市有地 ＲＣ造二階建て 平成 6 年度 31 年 

東山児童老人福祉センター（※1） 8 2,554.00 ㎡ 市有地 ＲＣ造平屋建て 平成 9 年度 28 年 
共和西児童老人福祉センター（※1） 9 2,922.22 ㎡ 市有地 ＲＣ造平屋建て 平成 11 年度 26 年 

子どもステーション 10 2,511.50 ㎡ 市有地 鉄骨造平屋建て 平成 14 年度 23 年 
発達支援センターおひさま（※1） 11 2,985.49 ㎡ 市有地 ＲＣ造平屋建て 平成 16 年度 21 年 

神田児童老人福祉センター北崎分館（※1） 12 1,969.53 ㎡ 市有地 木造平屋建て 平成 26 年度 11 年 
発達支援センターみのり（※1） 13 2,652.09 ㎡ 市有地 鉄骨造平屋建て 平成 30 年度 7 年 

・（※1）は、指定管理者による運営、令和 4 年度から東山児童老人福祉センターも指定管理者による運営 
・（※2）は、業務管理委託による運営 
 
（課題）築年数が 40 年を超えた施設の再整備に多額の費用が必要なため、計画的な整備が必要です。 



           

22 

(2) 施設の分布状況
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３ 子育て支援等施設の方向性 
児童センターを再整備する際には、高齢者部門やこどもたちの創造活動の場などの機能を備えた複合施設も検討し

ます。また、児童老人福祉センターの新築または大規模改修の際には、指定管理者制度を導入した児童老人福祉セ
ンターにおける効果を踏まえ、指定管理者制度による運営を検討します。 

本市の児童（老人福祉）センターは、児童健全育成のための「児童センター」と、高齢者の憩いの場としての「老人
憩の家」の機能を併せもっています。令和６年度からは、19 歳以上の若者も年齢の枠を超えてセンターを利用できるよ
うにし、乳幼児期や学童期から慣れ親しんだセンターが、若者の安心できる居場所の一つになるようにしています。 

今後も、保育士資格をもつ職員の専門的な知識を活かし、居場所を求めている若者が安心して過ごすことができる
ように、センターの在り方について引き続き検討していきます。 

また、家庭で子育てをしている保護者への支援をより充実させるため、子どもステーションの改修工事を検討します。 
 


